
短期招聘派遣プログラム報告書 
 
１． 被招へい者（被派遣者）全員の氏名・所属・身分とそれぞれの滞在期間・滞在先 
 
氏名：大槻 圭史（神戸大学理学部、教授）、滞在期間：2010 年 8 月 23 日 - 26 日 
氏名：谷川 享行（北大低温研、博士研究員）、滞在期間：2010 年 8 月 23 日 - 27 日 
滞在先：National Central University, Jhongli, Taiwan (R.O.C.) 
 
 
２． 受け入れ担当者の氏名・所属・身分 
 
Prof. Wing Ip (Professor) 
Prof. Chou Yi (Associate Professor; Director of Institute of Astronomy, NCU) 
Shinsuke Abe (Assistant Research Professor) 
所属：Institute of Astronomy, National Central University (NCUIA) 
 
 
３． 招へい（派遣）の目的（200 字程度） 
 

2010 年 Astro Summer Camp にて講義を行うため。NCUIA から CPS へ講師 2 名派遣

の要請を受けて。なお、本派遣に係る旅費はすべて NCU からの支出。 
 
 
４． 成果報告（用紙が不足の場合は足してください） 
 
台湾国立中央大学の天文研究所(NCUIA)では、毎年夏休みに合宿形式（今年は４泊５日）

で、天文学の基礎的な内容を学部生向けに講義を行っており、天文学に親しんでもらう機

会を提供している。例年は主に台湾国内の講師を招いているようだが、今年は NCUIA か
ら CPS へ講師派遣の依頼があり、大槻・谷川の二人がその講師として講義を行ってきた。 

 
出席していた学生は計 20人強で、その約 3 割が NCUIA の大学院への入学予定者だが、

その他は台湾国内各地の幅広い専攻からの参加があった。講師は、計 8 名、計 10 コマ。講

義内容は太陽系天体から系外惑星・系外生命まで、惑星系形成に関連する幅広いテーマに

ついて行われた（添付のスケジュール参照。ただし時間割に一部変更あり）。学生の英語力

にはかなりのばらつきがあり、英語による講義に慣れていない学生も多かったが、それで

も講義の途中や授業後の休憩時間には学生が頑張って英語で質問する様子が見られた。学

生は 3 つのグループに分けられ、Summer Camp 中のいろんな活動をこれらのグループ

ごとに行うようになっている（具体的な活動は後述）。また Summer Camp 中は、講義だ

けでなく、研究所内の見学や、天文学で良く使われるソフトウェアの紹介など、講義以外



の活動もたくさんあり、天文学に必要な知識・技術などを幅広く垣間見ることが出来るよ

うに工夫されている。 
 
この Camp に出席する学生は、最終日に Student presentation という課題をこなさな

ければならない。各講師からは事前に講義内容に関連する問題が出されており、その問題

に対し Summer Camp の期間中に学生がグループごとに回答を作成し、最終日にプレゼン

テーションによりその回答を示し、NCUIA の教員 2 名がそれを講評をする。プレゼンテー

ションは中国語で行われたため内容の詳細は理解できなかったが、各グループごとに前日

夜遅くまでその準備を行っており、学生たちが熱心に取り組んでいたのは容易に理解でき

たし、学生が受身ではなくより積極的に講義内容について考え習得するためにもよい企画

だと感じた。 
 
授業の合間には、「Q & A Competition」というクイズのイベントが計 6 回（各 10 問）

企画され、これにより、楽しみながらも講義をより深く学べる工夫がなされていた。運営

している NCUIA の院生達が、講義を聞きながらその内容を素に作成した 4 択問題に対し

て、学生が各グループごとに回答し得点を競う形式。正解したら 約 30cm 四方程度のサイ

コロを振りその出た目のポイントを積算し、すべての講義の終了後に順位に応じて賞品が

与えられる。この企画によって、学生が講義をよりきちんと聞こうとする一つのモチベー

ションにもなる上、講義の復習にもなってよいと感じた。参加している学生はもちろん、

運営している NCUIA の院生側も楽しみながらやっているように見えたのが印象的だった。 
 
また、参加している学生と講師との交流に関しては、合宿形式ではあるものの、台湾内

からの講師は日帰りがほとんどのため、夕食などでゆっくり話をする機会は必ずしも十分

ではないように感じた。ただ、昼食時に講師がいる場合、講師を適当に学生の中に混ぜて

交流を図れるような工夫は行っていたし、NCUIA の教員や日本から参加の大槻・谷川とは

十分な交流が図れていた。 
 
驚かされたのは、Summer Camp のかなりの部分が大学院生のみ、それも修士 1 年の学

生が中心で運営されていることである。上記 Q & A competition の準備はもちろん、司会

進行、昼食（弁当３回）・夕食（ビュッフェ形式１回、宅配１回）や休憩中の軽食・飲み物

の手配、講師との連絡（旅費支給に必要な書類のやり取りも含む）、Summer Camp 中の講

演風景などの写真撮影など、我々参加者から見える部分のほとんどが大学院生によって行

われており、大学院生達が自律的に組織化して Summer Camp を運営している様子を見る

ことが出来た。 
 
CPS のプラネタリースクールとの比較という観点からすると、プラネタリースクールの

博士後期課程以上を対象としているのに対し、学部生向けであることもあり、全体的にア

マチュアな雰囲気は否めないが、天文学を学べる大学が台湾内で少ない状況で、NCUIA が
学部生向けにこういう機会を提供している意義は大きいと思われる。一方で、学部生向け

ということで、NCUIA の大学院への勧誘という役割もになっており、広く天文業界への奉

仕という観点は弱いかもしれない。 
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